※注：この報告書に記載されている委員長さんの発言については、林の個人的な考えも十分に入っている可能性がありますことを、あらかじめご了承下さい。
議員定数問題等調査特別委員会 

岐阜県郡上市の議員定数の状況、報酬額等について調査（報告） 
視察実施 平成18年11月13日 
林高正　



１．議員定数、選挙区設置選挙の状況 
①平成１６年３月１日　郡上郡７ｹ町村新設合併（３町４村） 

②合併協定により　議員定数は２６名とする。ただし、新市初回選挙は、定数特例、選挙区設置による 
　選挙の実施　平成１６年４月１１日執行。現在の議員数は、３０名である。 

　※設置選挙に際しては、７ｹ町村の区域をもって選挙区を設け、各選挙区の定数は、公選法33条3項の 
　　規定を適用し、選挙区定数を定める。 

③次期改選予定　　　平成20年4月 

郡上市議会行政改革特別委員会委員長　長尾　肇氏より議会の概要説明を受ける。 

　政務調査費、会派はない。議員報酬額は、平成18年4月1日から平成20年3月31日まで条例により約７％ 
減額とする。職員数を３/１減員してゆく（給与も７％cut)。そのために議員数も３/１減員することを決めた。 
これらは全て厳しい財政状況によるものである。つまり、地方交付税の大幅減額に起因している。 
　 

合併前 八幡町 大和町 白鳥町 高鷲村 美並村 明宝村 和良村
合計議員数　９０人 18 14 16 10 12 10 10
合併後（新市 合計議員数　３０人 8 4 6 3 3 3 3

改革案 ﾊﾁﾏﾝ ﾔﾏﾄ ｼﾗﾄﾘ ﾀｶｽ ﾐﾅﾐ ﾒｲﾎｳ ﾜﾗ
定数Ａ案 全市一選挙区２０人 
定数Ｂ案 選挙区設置 　２１人 7 3 5 2 2 1 1
現在の人口は、およそ48700人。その割合にて算出している。 


参考資料 八幡町 大和町 白鳥町 高鷲村 美並村 明宝村 和良村
人口 ４９３７７人 16541 7004 12724 3484 5244 2114 2266
高齢化率 27.20% 28.4 26.1 24.2 25.9 27.8 30.7 35.3
面積 1030.79k㎡ 242.31 152.48 197.43 103.71 79.81 154.86 100.19
一般職員数 １１０４人（６５１人） 141 133 112 73 73 66 53
財政力指数 0.319 0.35 0.23 0.3 0.34 0.34 0.18 0.16
経常収支比率 84.6 87.9 74.3 70.9 80.5 79 84 89.7
　 　 
歳入予算額 ３２，０８０，０００千円 合併特例債発行予定額 ２５８．５百万円 
内、地方税 ４，４７５，０３６千円 同限度額 ２５８．５百万円 
地方交付税 １１，４３１，０００千円 

（出典）２０００年「国勢調査」。２００２年「全国都道府県市区町村別面積調」。 　
「合併調査アンケート」回答。※現在の一般職員数は、１０６３人で、その内２７０人が３つの市立病院職員。 　

２．議員報酬額について 
職名 条例月額 月額特例条例 　 
議長 380,000 -27,000 
副議長 320,000 -23,000 
議員 288,000 -20,000 

※郡上市議会議員の報酬の月額の特例に関する条例の適用は、平成18年 
　4月1日から平成20年3月31日まで 

質　　　　疑 
　 郡上市議会を代表されて、議会議長、行政改革特別委員会委員長、同　副委員長3名出席 
議会事務局より1名の合計4名による対応。 

質問 20人という定数はどこから出たのか？ 

長尾委員長
「周辺市の状況をみて、特別委員会で20名と決めた。市民を対象としたアンケート調査では、１８～ 20人が一番多かった。特別委員会では、一票の格差をなくするということが前提であった。 
行財政集中改革プランに従って、議会も改革しなければならない。これからの議員は政策を。
ちゃんとした議員しか生き残れない。議員報酬は、責任報酬と生活報酬だといえる。」

質問 選挙区選挙を希望するのは？ 

「長尾委員長 人口の少ない地区が選挙区選挙を望まれているように思える。しかし現状をみると、
旧高鷲村の村長が新市の市長に当選されておられたり、
旧八幡町の有権者の多い中心部の議員数が少ないということもあったりするので、面積と人口は関係ないように思っています。

議員活動の7割を全体に行い、3割を地域に対するものとして欲しい。特別委員会としては、全協
を通してＡ案とＢ案としました。（別紙「議会改革について」を参照）」

長尾委員長 （この委員長さんは、一人で次から次にお話されたので、箇条書きで書かせてもらいます）
「合併協議会での計画は、7割程度の達成率。これからは、事業の重要度の見直しにより、事業の
優先度を決める。」

「税収の確保が重要と認識している。（自主財源比率２７．６％、１６年度決算ベース）」

「地域毎のエゴを優先するなら、選挙区選挙で、一体感の醸成ならば、一区が望ましい。
（一区にすることで、地域意識が薄まると思える。それと時間が解決してくれるでしょう。）」

「委員会活動の予算は、日当なしの交通費のみ。（昨年までは、日当1000円が支出されていた）」

「視察は、年に一回一泊二日55000円のみ。不足分は、自弁とする。」

「地域事務所（庄原でいう支所）には規模により最低４課以上を置いているが、
早い時期に窓口業務等だけになる地域事務所もでてくると思う。」

「私個人の意見としては、議員の数を減らして議員報酬を引き上げて、
やる気のある人がでるのがよいと思っている。」

「将来的には、道州制が当然出てくると思うので、次の段階を考えて議論する必要もある。」

「昨年の除雪経費はおよそ６億円でした。予算は７０００万円でした。」

「各旧町村単位に自治振興区があり、細分化して自治会活動があります。」

